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幕
末
明
治
期
に
お
け
る
学
術
・
教
学
の
形
成
と
漢
学

町　

泉
寿
郎

一
、
は
じ
め
に

筆
者
が
所
属
す
る
二
松
学
舎
で
は
、
従
来
、
漢
学
者
三
島
毅
（
一
八
三
一
～
一
九
一
九
）
に
よ
る
開
塾
（
明
治
十
年
十
月
十
日
）
の
動
機
に
つ

い
て
、「
当
時
の
欧
化
の
風
潮
に
抗
し
、
明
治
の
教
育
制
度
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
」（『
二
松
学
舎
百
年
史
』
序
）
と
い
う
語
ら
れ
方
を
す
る
こ

と
が
多
い
。「
漢
学
」（
宋
学
に
対
す
る
漢
学
で
は
な
く
、
漢
文
に
よ
る
学
習
の
意
味
）
が
日
本
の
「
知
」
の
形
成
に
果
た
し
た
役
割
に
、
基
礎
学

の
意
味
と
、
中
国
に
関
す
る
学
知
の
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
基
礎
学
と
し
て
の
漢
学
は
十
九
世
紀
を
通
し
て
洋
学
に
席
を
譲
っ
て
衰
退
し
た
と

考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
見
方
で
近
代
の
日
本
に
お
け
る
漢
学
の
役
割
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
幕
末
明
治
期
の
近
代
化
過
程
お
け
る
漢
学
の
動
向
を
、
人
物
と
学
校
制
度
・
教
育
制
度
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
揺
籃
期
の
学
術
・

教
学
の
実
態
の
一
端
を
そ
の
揺
れ
動
き
の
ま
ま
に
素
描
し
て
み
た
い
。
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二
、
幕
府
か
ら
明
治
新
政
府
へ
の
文
教
機
関
の
継
承

江
戸
時
代
に
お
い
て
儒
学
が
果
た
し
た
意
義
を
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
幕
府
儒
者
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
の
職
掌
は
外
交
（
五

山
禅
林
か
ら
林
家
へ
）、
編
纂
（
法
典
・
家
譜
・
歴
史
な
ど
）、
教
育
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
公
的
な

学
問
と
い
え
る
。

そ
の
う
ち
「
教
育
」
に
関
し
て
は
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
に
漸
く
増
加
す
る
公
立
学
校
、
幕
府
の
場
合
は
一
七
九
八
～
九
九
年
に
直
轄
化
さ
れ

て
昌
平
坂
学
問
所
が
で
き
る
前
後
で
対
象
・
目
的
は
異
な
る
。
江
戸
時
代
初
期
ま
で
漢
籍
に
よ
る
学
習
は
公
家
・
上
級
武
家
・
町
衆
等
の
一
部
の

支
配
階
級
の
占
有
物
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
を
通
じ
た
木
版
印
刷
普
及
に
よ
り
附
訓
点
の
安
定
し
た
本
文
が
市
場
に
流
通
し
、
十
七
～
十
八
世

紀
に
は
大
都
市
を
中
心
に
私
塾
が
伸
張
し
て
、
一
部
の
支
配
階
級
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
力
を
つ
け
た
豪
農
・
豪
商
や
医
者
な
ど
の
専
門
職
が
自

主
的
に
学
習
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
。「
学
び
」
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
基
本
的
に
は
私
的
な
行
為
で
あ
っ
た
。
昌
平
坂
学
問
所
（
お
よ
び
全
国

諸
藩
の
藩
校
）
の
創
設
と
、
そ
こ
で
の
朱
子
学
に
よ
る
普
通
教
育
の
形
成
は
、
武
士
階
級
を
対
象
と
し
た
公
的
な
「
学
び
」
が
成
立
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
別
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
経
済
的
疲
弊
を
深
め
る
武
士
層
が
支
配
階
級
と
し
て
自
ら
を
再
建
す
る
た
め
の
施
策
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
武
士
階
級
の
「
学
び
」
の
成
立
は
、
庶
民
の
「
学
び
」
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
諸
藩
の
学
問
奨
励
策
は

豪
農
・
豪
商
階
級
を
巻
き
込
む
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
階
級
的
秩
序
が
動
揺
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
と
い
う

限
定
つ
き
で
は
あ
る
が
、
江
戸
後
期
に
は
す
で
に
学
問
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
こ
と
が
可
能
な
時
代
が
到
来
し
て
い
た
と
も
い
え
る（

（
（

。

昌
平
坂
学
問
所
に
限
ら
ず
、
開
成
所
・
医
学
所
な
ど
幕
府
文
教
機
関
は
、
明
治
新
政
府
に
接
収
さ
れ
た
後
、
改
変
さ
れ
な
が
ら
継
承
さ
れ
る
も

の
が
多
く
、
制
度
的
に
も
人
的
に
も
接
続
面
が
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
諸
藩
に
お
け
る
藩
校
が
明
治
以
降
に
公
立
学
校
に
再
編
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
も
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
の
所
見
で
は
、
こ
の
公
立
学
校
の
組
織
化
の
過
程
で
、
次
第
に
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
教
育
内
容
が

分
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
例
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
文
久
三
博
士
（
一
八
六
三
年
登
用
、
安
井
息
軒
・
塩
谷
宕
陰
・
芳
野
金
陵
）
の
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奉
じ
た
学
問
は
い
ず
れ
も
寛
政
年
間
に
形
成
さ
れ
た
正
学
派
朱
子
学
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
芳
野
金
陵
は
、
多
事
多
難
な
時
勢
の
た
め
実
現

こ
そ
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
幕
臣
子
弟
の
初
等
教
育
の
た
め
に
江
戸
市
中
に
学
問
所
管
轄
下
の
「
小
学
」
十
数
を
開
設
す
る
こ
と
と
、
本
邦
諸
儒
の

経
書
解
釈
の
編
纂
を
、
学
問
所
改
革
案
と
し
て
提
案
し
て
い
る（

（
（

。
前
者
は
幕
臣
子
弟
の
初
級
教
育
機
関
を
増
設
す
る
案
で
あ
り
、
そ
の
教
育
内
容

は
正
学
派
朱
子
学
を
旨
と
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
後
者
は
朱
子
学
系
解
釈
に
限
定
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
金
陵
が
正
学
派
朱
子
学
で
は
な
く
自

ら
奉
じ
た
「
折
衷
学
」
を
学
問
所
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
初
等
教
育
に
は
正
学
派
朱
子
学
を
維
持
す
る
一
方
で
、
そ
の
上

位
に
あ
る
学
問
所
の
よ
り
高
等
な
教
育
は
朱
子
学
に
拘
泥
し
な
い
、
よ
り
博
い
学
問
を
め
ざ
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
朱
子
学
を

ベ
ー
ス
に
し
た
初
等
中
等
教
育
の
次
の
階
梯
と
し
て
学
ぶ
内
容
は
、
漢
学
で
あ
れ
ば
折
衷
学
・
考
証
学
（
あ
る
い
は
陽
明
学
）
な
ど
が
あ
り
得
、

漢
学
以
外
に
も
国
学
や
洋
学
を
学
ぶ
者
も
多
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、
一
八
六
八
～
七
七
年
（
明
治
元
～
十
年
）
の
間
、
幕
府
機
関
に
起
源
を
も
つ
文
教
機
関
が
新
政
府
に
移
行
し
た
後
、
高
等
教
育
と
し

て
は
「
和
漢
学
」
と
洋
学
は
く
っ
き
り
と
明
暗
を
分
け
た
よ
う
に
見
え
る
。
幕
府
教
学
の
中
心
に
あ
っ
た
昌
平
坂
学
問
所
（
お
よ
び
こ
れ
に
附
属

さ
れ
て
い
た
和
学
講
談
所
）
は
昌
平
学
校
（
一
八
六
八
）
→
大
学
校
（
一
八
六
九
）
→
大
学
（
一
八
六
九
～
七
〇
）
と
な
っ
た
が
、
洋
学
と
皇
漢

学
の
対
立
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
閉
鎖
さ
れ
廃
止
さ
れ
た
（
一
八
七
一
）。
ま
た
、
一
七
六
五
年
創
設
の
躋
寿
館
を
起
源
と
す
る
漢
方
医
学
の
拠

点
た
る
医
学
館
は
、
お
玉
が
池
種
痘
所
（
一
八
五
八
開
設
）
を
起
源
と
す
る
後
進
の
医
学
所
の
附
属
と
な
っ
た
。

他
方
、
天
文
方
翻
訳
局
（
一
八
一
一
開
設
）
を
起
源
と
す
る
蕃
書
調
所
（
一
八
五
八
）
は
、
開
成
所
（
一
八
六
三
）
→
開
成
学
校
（
一
八
六

八
）
→
大
学
南
校
（
一
八
七
〇
）
→
南
校
（
一
八
七
〇
）
→
開
成
学
校
（
一
八
七
一
）
→
東
京
開
成
学
校
と
し
て
存
続
し
た
。
医
学
所
（
一
八
六

一
開
設
）
は
医
学
校
（
一
八
六
八
）
→
大
学
東
校
（
一
八
七
〇
）
→
東
校
（
一
八
七
〇
）
→
第
一
大
学
区
医
学
校
（
一
八
七
二
）
→
東
京
医
学
校

（
一
八
七
四
）
と
し
て
存
続
し
た
。
そ
し
て
別
に
工
部
省
管
轄
下
に
新
設
さ
れ
て
い
た
工
部
大
学
校
（
一
八
七
七
）
と
併
せ
て
、
と
も
に
一
八
七

七
年
に
法
・
医
・
工
・
文
・
理
の
五
学
部
で
発
足
す
る
東
京
大
学
に
統
合
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
教
機
関
の
組
織
改
編
を
反
映
し
て
、
一
八
七
二
年
発
布
の
「
学
制
」
の
規
程
で
は
、
大
学
は
「
高
尚
ナ
ル
諸
学
ヲ
教
ル
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専
門
科
ノ
学
校
」
と
あ
り
（
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
の
大
学
は
専
門
学
校
に
過
ぎ
な
い
）、
そ
の
専
門
科
と
は
南
校
・
東
校
で
の
授
業
科
目
で
あ
る

理
・
化
・
法
・
医
・
数
理
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
文
」
の
学
び
が
公
的
な
高
等
教
育
の
中
か
ら
脱
落
し
断
絶
し
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

三
、
高
等
教
育
機
関
（
東
京
大
学
文
学
部
）
に
お
け
る
和
漢
古
典
学

一
八
七
七
年
の
東
京
大
学
に
お
け
る
文
学
部
の
創
設
は
、
一
八
七
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
大
学
本
校
の
復
活
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
応

じ
て
、
一
八
七
九
年
発
布
の
教
育
令
の
規
程
で
は
「
大
学
校
ハ
法
学
理
学
医
学
文
学
等
ノ
専
門
諸
科
ヲ
授
ク
ル
所
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
、
文
学
部
に
開
設
さ
れ
た
学
科
は
、
哲
学
・
史
学
（
→
教
官
に
適
任
者
を
得
ず
廃
止
）・
政
治
学
理
財
学
・
和
漢
文
学
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八

〇
～
八
五
年
の
間
の
四
十
七
人
の
文
学
部
卒
業
生
の
う
ち
、
和
漢
文
学
科
は
僅
か
二
名
の
卒
業
生
（1881

田
中
稲
城
、1884

棚
橋
一
郎
）
し
か

出
し
て
い
な
い
。
哲
学
科
も
専
修
し
た
学
生
は
三
人
（1882

有
賀
長
雄
、1883

三
宅
雄
二
郎
、1885

井
上
円
了
）
の
み
、
一
八
八
一
・
一
八
八

二
年
卒
業
生
に
見
ら
れ
る
哲
学
兼
修
学
生
（
例
え
ば
井
上
哲
次
郎
の
哲
学
と
政
治
学
の
兼
修
の
ご
と
き
）
が
六
人
、
合
わ
せ
て
九
人
に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
以
外
の
四
十
七
人
中
、
三
十
六
人
、
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
政
治
学
理
財
学
科
の
卒
業
生
で
あ
る
。
こ
の
政
治
学
理
財
学
科
が
一
八
八

五
年
に
は
文
学
部
か
ら
法
学
部
に
移
行
し
、
文
学
部
は
再
び
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
時
期
は
臨
時
設
置
さ
れ
た
古
典
講
習
科
（
一
八
八
二
～
八
八
）
が
、
本
科
学
生
を
上
回
る
数
の
生
徒
を
擁
し
た
。
明
治
十

四
年
政
変
後
の
反
動
的
な
論
調
（
井
上
毅
「
人
心
教
導
意
見
案
」
等
）
を
背
景
に
、
開
設
さ
れ
た
古
典
講
習
科
で
は
、
国
書
課
前
期
（
定
員
四

十
、
一
八
八
二
～
八
六
）
が
二
十
九
人
、
漢
書
課
前
期
（
定
員
四
十
、
一
八
八
三
～
八
七
）　

が
二
十
八
人
、
国
書
課
後
期
（
定
員
三
十
、
一
八

八
四
～
八
八
）　

が
十
五
人
、
漢
書
課
後
期
（
定
員
三
十
、
一
八
八
四
～
八
八
）　

が
十
六
人
、
合
わ
せ
て
八
十
八
人
も
の
卒
業
生
を
出
し
た
。

古
典
講
習
科
の
各
課
は
東
京
大
学
時
代
に
始
ま
っ
た
が
、
卒
業
は
全
て
帝
国
大
学
に
改
組
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
八
八
六
年
の
帝
国
大
学
改
組

に
よ
っ
て
、「
帝
国
大
学
ハ
国
家
ノ
須
要
ニ
応
ス
ル
学
術
技
芸
ヲ
教
授
シ
及
其
蘊
奥
ヲ
攷
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」（
帝
国
大
学
令
）
と
規
定
さ
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れ
、
何
が
明
治
日
本
国
家
に
須
要
な
学
問
で
あ
る
か
が
吟
味
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
帝
国
大
学
設
立
を
契
機
に
、
古
典
講
習
科
の
生
徒
は
、

官
費
支
給
の
打
切
り
等
に
よ
る
中
退
者
の
続
出
や
、
学
士
学
位
の
不
交
付
な
ど
本
科
生
と
の
待
遇
格
差
が
明
ら
か
に
な
り
、
明
か
に
打
撃
を
う
け

た
。古

典
講
習
科
に
関
し
て
は
、
本
来
の
東
京
大
学
の
性
格
（
外
国
語
偏
重
の
学
校
の
な
か
で
入
学
試
験
に
外
国
語
を
課
さ
ず
）
と
は
異
な
る
あ
く

ま
で
臨
時
的
な
措
置
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
和
漢
学
の
教
官
た
ち
自
身
が
斯
学
復
活
を
歓
迎
し
て
子
弟
や
門
生
を
入
学
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら

見
れ
ば
、
開
設
当
初
か
ら
亜
流
の
課
程
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
に
は
、
や
や
無
理
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
帝
国
大
学
以
前
の
東
京
大

学
と
は
、
第
一
大
学
区
に
設
け
ら
れ
た
大
学
校
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
実
態
は
先
に
見
た
通
り
理
・
法
・
医
な
ど
の
専
門
学
校
に
他
な
ら
ず
、
官
吏
等

の
就
職
に
有
利
な
官
立
学
校
と
し
て
は
工
部
大
学
校
・
司
法
省
法
学
校
・
海
軍
兵
学
校
・
軍
士
官
学
校
等
も
あ
り
、
東
京
大
学
は
高
等
教
育
機
関

の
う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
の
時
代
の
、
学
生
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
政
治
学
理
財
学
科
が
占
め
て
い
た
文
学
部
（
お
よ
び
法
学

部
）
は
、
政
治
学
理
財
学
科
が
法
学
部
に
移
行
し
た
後
の
文
学
部
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

次
に
、
東
京
大
学
法
学
部
・
文
学
部
に
和
漢
学
を
講
じ
た
教
官
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
職
位
の
異
動
を
記
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
は
じ
め

に
古
典
講
習
科
開
設
以
前
に
任
官
し
た
者
を
挙
げ
る
。

中
村
正
直
（
漢
）　

：�

講
師
（1877

文
）、
教
授
（1881

文
）、
元
老
院
議
官
（1886

）

横
山
由
清
（
和
）　

：
講
師
（1877

法
文
、1879

歿
）

信
夫　

粲
（
漢
）　

：�

雇
（1877

文
）、
御
用
掛
（1884

文
）、
非
職
（1885
）

小
中
村
清
矩
（
和
）：�

講
師
（1878

法
文
）、
教
授
（1882

法
文
）、
教
授
（1886
文
）

三
島　

毅
（
漢
）　

：�

講
師
（1879

文
）、
教
授
（1881

文
）、
非
職
（1886

）

黒
川
真
頼
（
和
）　

：
講
師
（1879

法
文
）
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島
田
重
礼
（
漢
）　

：�

講
師
（1879

文
）、
教
授
（1881

文
）、
教
授
（1886

帝
大
文
科
、1898

歿
）

木
村
正
辞
（
和
）　

：�

講
師
（1880

法
文
）、
員
外
教
授
（1880

法
文
）、
教
授
（1884

法
文
）

大
沢
清
臣
（
和
）　

：
准
講
師
（1880

法
）

飯
田
武
郷
（
和
）　

：
助
教
授
（1881

法
）

岡
松
甕
谷
（
漢
）　

：�

御
用
掛
（1882

文
・
予
）、
御
用
掛
（1885

文
）、
非
職
（1886

）

次
に
、
古
典
講
習
科
開
設
以
後
に
新
た
に
任
命
さ
れ
た
和
漢
学
の
教
官
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

久
米
幹
文
（
和
）　

：�

准
講
師
（1882

古
）、
助
教
授
（1884

）、
免
職
・
講
師
嘱
託
（1886

）

本
居
豊
穎
（
和
）　

：
講
師
（1882
古
）、
免
職
（1886

）

小
杉
榲
邨
（
和
）　

：
准
講
師
（1882

古
）、
免
職
（1886

）

松
岡
明
義
（
和
）　

：
准
講
師
（1882

古
）

佐
々
木
弘
綱
（
和
）：
准
講
師
（1882

古
）

物
集
高
見
（
和
）　

：�

准
講
師
（1883

文
）、
教
授
（1886
帝
大
文
科
）、1899

南
摩
綱
紀
（
漢
）　

：�

教
授
（1883

文
）、
免
職
・
講
師
嘱
託
（1886
～1888

）

佐
藤
誠
実
（
和
）　

：
准
講
師
（1883

文
）、
解
職
（1884

）

内
藤
耻
叟
（
和
）　

：�

講
師
（1884

文
）、
講
師
（1885

文
）、
教
授
（1886
帝
大
文
科
）

秋
月
胤
永
（
漢
）　

：
講
師
（1884

文
・
予
）、
免
職
（1886

）

大
和
田
建
樹
（
和
）：
准
講
師
（
文1884

）、
免
職
（1886

）
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川
田
剛
（
漢
）　　

：
教
授
（
文1884

）、
免
兼
職
（1886

）

重
野
安
繹
（
漢
）　

：
教
授
（1884

文
）、
免
兼
職
（1886

）

一
八
八
六
年
、
東
京
大
学
か
ら
帝
国
大
学
へ
の
改
組
時
に
、
教
官
の
う
ち
残
っ
た
者
と
辞
し
た
者
が
あ
っ
た
。
東
京
大
学
法
学
部
・
文
学
部
に

和
漢
学
を
講
じ
た
教
官
の
う
ち
、
帝
国
大
学
改
組
後
も
な
お
教
授
と
し
て
留
ま
っ
た
者
は
、
法
制
史
の
小
中
村
清
矩
、
考
証
学
の
島
田
重
礼
、
水

戸
史
学
の
内
藤
耻
叟
、
国
文
法
を
講
じ
た
物
集
高
見
の
四
人
だ
け
で
、
特
に
漢
学
で
は
島
田
重
礼
が
唯
一
で
あ
っ
た
。
他
に
、
古
典
科
生
徒
の
在

学
中
に
限
っ
て
、
南
摩
綱
紀
（
宋
学
に
関
す
る
知
識
が
期
待
さ
れ
た
か
）
と
、
水
戸
学
の
流
れ
を
汲
む
久
米
幹
文
が
、
一
年
更
新
の
講
師
を
嘱
託

さ
れ
た
。
帝
国
大
学
へ
の
改
組
に
当
た
り
、
何
が
国
家
に
須
要
な
学
問
で
あ
る
か
が
吟
味
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
こ
か
ら
和

漢
古
典
に
関
す
る
旧
学
の
な
か
で
高
等
教
育
の
内
容
と
し
て
何
が
選
択
さ
れ
た
の
か
を
知
る
材
料
に
な
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
島
田
重
礼
（
一
八
三
八
～
九
八
）
は
ど
の
よ
う
な
学
問
を
講
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
東
京
大
学
年
報
』「
内
外
教
師
教
授
等

申
報
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
九
年
（
明
一
二
）
九
月
～
八
五
年
（
明
一
八
）
七
月
の
時
期
、
法
学
部
・
文
学
部
（
和
漢
文
学
科
・
哲
学
科
・
古
典

講
習
科
）
の
学
生
に
漢
籍
を
講
義
ま
た
は
輪
読
を
行
っ
て
い
る
。
講
義
科
目
は
「
漢
文
学
」「
支
那
哲
学
」「
経
学
史
学
」
等
で
、「
支
那
哲
学
」

に
『
孟
子
』『
老
子
』『
荀
子
』
等
の
諸
子
、「
漢
文
学
」
に
『
文
章
軌
範
』『
唐
宋
八
大
家
文
読
本
』
等
を
用
い
る
な
ど
教
材
に
は
区
別
が
見
ら
れ

る
が
、
い
ず
れ
も
漢
籍
を
講
読
ま
た
は
輪
読
す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る（

（
（

。

そ
の
後
、
帝
国
大
学
に
改
組
さ
れ
た
一
八
八
五
年
九
月
か
ら
一
八
八
六
年
六
月
の
学
年
で
、
島
田
は
初
め
て
書
籍
を
使
用
し
な
い
「
講
義
」
を

開
始
し
た
。「
申
報
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

哲
学
三
年
生
ニ
ハ
本
年
ヨ
リ
書
籍
ヲ
用
ヰ
ス
専
ラ
口
授
ヲ
以
テ
セ
リ
。
先
ツ
道
徳
仁
義
等
ノ
名
義
ヲ
挙
テ
一
々
経
史
ニ
徴
シ
、
旁
ラ
漢
魏

以
来
諸
儒
ノ
説
ヲ
采
リ
委
曲
ヲ
辨
明
シ
畢
テ
後
、
堯
舜
周
公
ヨ
リ
孔
門
諸
弟
子
学
派
ノ
源
流
、
并
ニ
周
末
諸
子
学
術
ノ
異
同
ヲ
演
述
セ
リ
。
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其
方
先
ツ
各
人
ノ
履
歴
ヲ
略
挙
シ
、
次
ニ
学
術
ノ
大
意
ヲ
説
キ
、
或
ハ
書
中
ノ
語
ヲ
摘
テ
之
ヲ
黒
板
ニ
書
シ
、
人
々
ヲ
シ
テ
其
要
旨
ノ
在
ル

所
ヲ
知
ラ
シ
メ
タ
リ
（
傍
線
筆
者
）。

更
に
「
申
報
」
を
た
ど
れ
ば
、
帝
大
移
行
後
に
、
島
田
の
授
業
科
目
は
い
わ
ゆ
る
講
義
科
目
が
確
実
に
増
加
し
、
そ
の
一
方
で
「
漢
文
学
」

（
講
読
）
や
「（
漢
）
作
文
」（
添
削
）
な
ど
他
専
攻
（
法
学
部
な
ど
）
や
初
学
者
向
け
の
教
養
科
目
が
減
少
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
島
田
に
比
し
て
、

中
村
正
直
・
三
島
毅
を
始
め
と
す
る
改
組
時
に
辞
し
た
教
官
た
ち
は
、
主
に
「
漢
文
学
」
や
「（
漢
）
作
文
」
の
担
当
者
た
ち
で
あ
り
、
こ
の
部

分
が
高
等
教
育
に
お
け
る
和
漢
古
典
学
か
ら
削
除
さ
れ
た
部
分
と
見
て
よ
い
。

講
義
形
式
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
講
師
を
続
け
た
南
摩
綱
紀
が
そ
れ
を
行
う
に
当
た
っ
て
参
考
書
の
不
足
や
困
惑
を
述
べ
て
い
る
文
書
も

残
さ
れ
て
い
て
、
旧
学
者
た
ち
に
と
っ
て
未
知
の
「
講
義
」
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（
（

。

四�

、
島
田
重
礼
と
井
上
哲
次
郎
の
帝
国
大
学
に
お
け
る
「
支
那
哲
学
史
」
講
義

改
組
さ
れ
た
帝
国
大
学
文
科
大
学
で
は
、
招
聘
外
国
人
教
師
で
あ
る
リ
ー
ス
の
史
学
や
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
博
言
学
に
よ
り
文
系
領
域
の
研
究
法

が
漸
く
定
着
す
る
と
い
わ
れ
る
。
和
文
学
・
漢
文
学
で
も
旧
幕
時
代
の
国
学
・
漢
学
か
ら
変
質
し
、
島
田
重
礼
や
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
～
一

九
四
四
）
は
従
来
型
の
講
読
と
は
異
な
る
支
那
哲
学
史
を
講
じ
た
。
し
か
も
、
清
朝
漢
学
の
影
響
を
受
け
た
大
田
錦
城
・
海
保
漁
村
の
学
統
を
承

け
る
島
田
と
、
東
京
大
学
を
卒
業
し
た
井
上
と
で
は
、
同
じ
く
「
支
那
哲
学
史
」
を
掲
げ
て
も
そ
の
内
容
に
開
き
が
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

島
田
が
初
め
て
書
籍
を
使
用
し
な
い
で
行
っ
た
「
支
那
哲
学
史
」
の
講
義
は
、
幸
い
選
科
生
高
嶺
三
吉
が
遺
し
た
一
八
八
六
～
一
八
八
七
年
の

聴
講
ノ
ー
ト
『
支
那
哲
学
史
』（
金
沢
大
学
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
こ
の
聴
講
ノ
ー
ト
は
、
講
義
者
を
明
記
し
な

い
前
半
部
分
と
、
島
田
重
礼
の
講
義
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
後
半
部
分
か
ら
な
り
、
講
義
内
容
に
明
ら
か
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
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ば
、
前
半
部
分
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
て
、
西
洋
の
学
術
と
の
接
点
が
確
認
で
き
な
い
島
田
の
講
義
と
は
考
え
に
く
い
。

○
性
論

孟
子
ノ
良
心
ハ
「
コ
ン
セ
ン
ス
」
ニ
当
ル
。
性
悪
者
ハ
其
「
コ
ン
セ
ン
ス
」
ヲ
取
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
泰
西
「
ロ
ツ
ク
」
派
ノ
論
ニ
類
ス
。
程

朱
ノ
論
モ
希
臘
時
代
ニ
之
ヲ
唱
フ
ル
者
ア
リ
。「
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
」
ノ
「
モ
ナ
ツ
ド
」
論
モ
人
ノ
善
悪
ハ
本
来
定
マ
レ
ル
者
ト
云
フ
見
ア
ル

ガ
如
シ
。
中
古
「
プ
ロ
テ
ナ
ス
」
ナ
ル
者
ア
リ
、
本
来
ノ
有
様
ニ
帰
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
唱
へ
李
氏
ノ
復
性
説
ニ
似
タ
リ
。

ま
た
、
冒
頭
に
近
い
箇
所
に
中
国
哲
学
の
時
代
区
分
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
五
区
分
を
行
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
後
述
す
る
井
上
哲
次
郎
の
一
八

九
一
～
九
二
年
所
講
の
『
支
那
哲
学
史
』（
二
松
学
舎
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
時
代
区
分
と
完
全
に
一
致
す
る（

（
（

。

○
支
那
哲
学
総
論

（
１
）
伏
犠
ヨ
リ
東
周
ニ
至
ル
「
発
達
ノ
世
」

（
２
）
東
周
ヨ
リ
秦
ニ
至
ル
「
思
辨
ノ
世
」

（
３
）
漢
ヨ
リ
唐
五
代
ニ
至
ル
「
継
述
ノ
世
」

（
４
）
宋
ヨ
リ
明
ニ
至
ル
「
調
停
ノ
世
」

（
５
）
清
～
「
考
拠
ノ
世
」

し
た
が
っ
て
前
半
部
分
は
、
私
見
で
は
井
上
哲
次
郎
が
ド
イ
ツ
留
学
前
に
文
部
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
編
纂
に
従
事
し
て
い
た
「
東
洋
哲
学
史
」

の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
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聴
講
ノ
ー
ト
の
後
半
に
記
さ
れ
た
島
田
が
講
じ
た
「
支
那
哲
学
史
」
の
内
容
は
、
戦
国
時
代
の
諸
子
百
家
に
始
ま
り
、
漢
代
経
学
を
説
き
、
隋

唐
を
経
て
宋
学
諸
家
に
及
ぶ
も
の
で
、「
申
報
」
に
島
田
自
身
が
述
べ
る
通
り
、
中
国
の
学
術
思
想
を
人
物
・
書
籍
に
即
し
て
説
い
た
通
史
と
呼

び
う
る
内
容
を
持
つ
。
講
義
の
年
月
日
と
演
題
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
八
八
六
年
）
二
月
十
日
「
論
孟
子
政
事
」、
二
月
十
七
日
「
闢
異
端
」、
二
月
二
十
四
日
「
楊
朱
墨
翟
・
荀
子
」、
四
月
二
十
三
日
「
荀

子
」、
四
月
三
十
日
「
道
学
家
、
老
子
履
歴
」、
五
月
五
日
「
老
子
学
術
」、
五
月
十
二
日
「
老
子
学
術
・
荘
子 

逍
遥
遊
」、
五
月
二
十
六
日

「
荘
子 

斉
物
」、
六
月
二
日
「
列
子
」、
六
月
九
日
「
道
家
之
摂
要
細
流
」

十
月
一
日
「
墨
子
」、
十
月
八
日
「
晏
子
・
名
家
・
兵
家
・
法
家
」、
十
月
十
四
日
「
管
子
」、
十
一
月
五
日
「
商
子
」、
十
一
月
十
二
日

「
申
不
害
・
韓
非
子
」、
十
一
月
十
九
日
「
周
ノ
大
尾
」、
十
一
月
二
十
六
日
「
漢
以
来
ノ
学
術
・
書
・
詩
」、
十
二
月
三
日
「
礼
・
春
秋
・
論

語
」、
十
二
月
十
日
「
漢
初
儒
者
・
賈
誼
」

（
一
八
八
七
年
）
一
月
二
十
一
日
「
董
仲
舒
」、
一
月
二
十
八
日
「
劉
向
・
劉
歆
・
揚
雄
」、
二
月
四
日
「
揚
雄
・
後
漢 

鄭
玄
」、
二
月
十

八
日
「
隋
ノ
王
通
」、
二
月
二
五
日
「
唐 

韓
退
之
」、
三
月
四
日
「
宋 

胡
瑗
・
孫
復
・
周
茂
叔
」、
三
月
十
二
日
「
周
茂
叔
」、
四
月
二
十
二

日
「
周
茂
叔
・
二
程
」、
四
月
二
十
九
日
「
程
明
道 
識
仁
篇
」、
五
月
六
日
「
程
伊
川
」、
五
月
十
三
日
「
張
載
」

数
年
後
、
ド
イ
ツ
留
学
（
一
八
八
四
～
九
〇
）
か
ら
帰
朝
し
て
帝
大
文
科
大
学
教
授
に
就
任
し
た
井
上
哲
次
郎
は
、
早
く
か
ら
日
本
・
中
国
・

印
度
を
併
せ
た
東
洋
地
域
の
「
東
洋
哲
学
」
の
確
立
を
構
想
し
、「
比
較
宗
教
及
東
洋
哲
学
」
と
し
て
、
仏
教
哲
学
史
と
中
国
哲
学
史
を
講
じ
た

（
一
八
九
一
～
九
七
）。
井
上
が
帰
朝
後
す
ぐ
に
講
じ
た
「
支
那
哲
学
史
」（
一
八
九
一
～
九
二
所
講
）
で
は
、
巻
一
で
支
那
哲
学
総
論
と
儒
学
を

説
き
、
巻
二
～
四
で
道
家
諸
家
を
丹
念
に
取
り
上
げ
て
お
り
、
通
史
と
し
て
は
十
分
な
構
成
と
は
言
え
な
い
が
、
哲
学
史
の
立
場
か
ら
説
く
井
上

の
「
支
那
哲
学
史
」
の
講
義
内
容
は
、
中
国
古
典
学
の
立
場
か
ら
説
く
島
田
の
「
支
那
哲
学
史
」
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
て
、
特
色
が
あ
る
。
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そ
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
一
：
○
支
那
哲
学
総
論
（
支
那
哲
学
ノ
性
質
、
支
那
哲
学
沿
革
）

　
　
　

○
儒
学
（
儒
学
ノ
起
源
、
孔
子
、
子
思
、
孟
子
、
荀
子
、
揚
子
）

巻
二
：
○
道
家
（
老
子
・
老
子
ノ
三
学
派
・
道
家
ノ
歴
史
・
道
家
ノ
神
話
・
道
家
ノ
経
文
・
道
家
ノ
批
評
）

巻
三
：�（
道
家
ノ
起
源
・
老
子
以
前
ノ
道
家
・
鬻
子
・
老
莱
子
・
屍
子
・
老
子
ト
列
荘
ト
ノ
間
ノ
道
家
・
文
子
・
関
尹
子
・
黔
婁
子
・
元
倉

子
・
長
廬
子
・
列
子
・
列
荘
間
ノ
道
家
・
公
子
牟
子
・
田
子
・
荘
子
）

巻
四
：（
鶡
冠
子
・
鄭
長
者
・
楊
子
・
墨
子
）

例
え
ば
前
漢
末
の
揚
雄
（
BC
五
三
〜
AD
一
八
）
に
つ
い
て
の
論
及
は
次
の
通
り
で
、
両
者
の
立
場
の
違
い
を
よ
く
示
す
。

島
田
重
礼
「
揚
雄
学
術
」

其
学
浩
博
ニ
シ
テ
遠
ク
歆
ニ
勝
ル
。
思
想
ニ
富
テ
ロ
甚
吃
ナ
リ
。
不
能
激
談
、
唯
著
述
ヲ
事
ト
ス
。
活
才
ニ
乏
シ
。
唯
本
筋
通
リ
マ
ジ
メ

ニ
勉
強
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
此
点
ニ
テ
ハ
第
一
等
ナ
ラ
ン
。

漢
以
後
北
宋
ノ
前
迄
ハ
孟
荀
ノ
后
ニ
タ
ツ
モ
ノ
ト
為
リ
。
退
之
モ
孟
荀
ノ
間
ニ
ア
ル
歟
ト
云
ヘ
リ
。
宋
ノ
程
子
初
メ
テ
悪
シ
ク
云
ヘ
リ
。

曰
、
漫
衍
而
無
断
、
優
柔
而
不
決
ト
。
東
坡
ハ
以
艱
深
之
詞
文
、
浅
易
之
説
ト
云
リ
。
又
朱
子
ハ
通
鑑
綱
目
ニ
、
莽
大
夫
揚
雄
死
、
逆
賊
之

臣
死
ト
云
リ
。
此
ノ
如
ク
揚
雄
ノ
価
値
大
ニ
減
セ
リ
。
必
竟
其
人
物
ハ
不
決
断
ナ
ル
ナ
ラ
ン
。
而
シ
大
儒
ナ
リ
。
法
言
ノ
中
、
法
ト
ナ
ス
ヘ

キ
者
甚
タ
多
シ
。
又
文
章
家
ニ
シ
テ
言
辞
ニ
富
ム
。
其
理
論
至
テ
平
凡
ナ
ル
ナ
リ
。

太
玄
経
、
此
ハ
雄
カ
一
心
ヲ
込
メ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
、
易
ニ
擬
セ
リ
。
然
ル
ニ
古
人
ハ
雄
ノ
考
ノ
浅
キ
ト
文
章
ノ
難
解
ニ
困
ミ
之
ヲ
見
ス
。
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独
リ
温
公
雄
ヲ
好
ミ
其
註
ヲ
作
リ
、
又
其
ニ
擬
シ
テ
潜
虚
ヲ
作
レ
リ
。

井
上
哲
次
郎

揚
子
一
家
ノ
説
ハ
人
性
善
悪
混
合
説
ナ
リ
。
揚
子
ハ
大
抵
孔
子
ヲ
祖
述
ス
ル
ノ
言
多
ク
シ
テ
、
自
創
ノ
見
少
シ
。
此
説
ハ
孟
荀
ノ
折
衷
説

ナ
リ
。
告
子
モ
此
説
ニ
近
シ
。
此
説
ニ
基
キ
修
身
学
問
ヲ
説
テ
曰
ク
、
学
問
ハ
人
ノ
性
ヲ
修
ム
ル
ニ
在
リ
、
故
ニ
其
悪
性
ヲ
抑
ヘ
テ
善
性
ヲ

養
ヒ
之
レ
ヲ
発
達
セ
シ
ム
ベ
シ
。

太
玄
経
ハ
専
ラ
哲
学
ノ
事
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
シ
テ
、
易
ニ
関
シ
テ
論
ゼ
リ
。
揚
子
ハ
絶
対
ニ
信
シ
居
リ
シ
ニ
相
違
ナ
シ
。
玄

篇
ニ
、
玄
ハ
万

物
ヲ
遊
離
シ
テ
形
ヲ
見
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
此
玄

ハSpinoza

ノ
万
有
一
体
、K

ant

ノD
ing an sich

ノ
説
ニ
同
ジ
。（
中
略
）
玄
ハ
神
ノ

魁
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
天
見
サ
ル
ヲ
以
テ
玄
ト
ナ
ス
。
地
形
ハ
レ
ザ
ル
ヲ
以
テ
玄
ト
ス
。
人
ハ
心
腹
ヲ
以
テ
玄
ト
ス
。
故
ニ
玄
ハ
万
物
本
体
ナ

リ
ト
。
揚
子
哲
学
ハD

ualism

ナ
ル
ガ
如
シ
。

島
田
は
揚
雄
の
人
柄
や
文
章
や
学
術
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
井
上
は
揚
雄
の
思
想
や
言
説
を
古
代
中
国
や
西
洋
哲
学
の
思
想
家

と
の
比
較
に
よ
っ
て
説
く
。
両
者
の
相
違
は
視
点
の
相
違
で
あ
り
、
必
ず
し
も
優
劣
と
は
言
え
な
い
。
井
上
の
視
点
か
ら
は
諸
子
百
家
や
宋
学
な

ど
が
取
り
上
げ
や
す
い
一
方
で
、
漢
代
経
学
な
ど
は
取
り
上
げ
に
く
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
島
田
の
ほ
う
が
対
象
と
す
る
中
国
学
術
の
展
開
に

沿
っ
た
形
で
の
言
及
に
な
る
反
面
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
の
特
色
を
哲
学
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

日
本
儒
学
史
に
関
し
て
両
者
が
残
し
た
著
述
も
、
同
様
に
両
者
の
視
点
の
差
異
を
示
し
て
い
る
。
一
八
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
晩
年
の
島
田

は
「
支
那
哲
学
」
の
演
題
を
掲
げ
て
も
、
し
ば
し
ば
中
国
と
日
本
を
併
行
し
て
「
学
案
」（
学
術
史
）
と
し
て
講
じ
た（

（
（

。
井
上
も
ド
イ
ツ
滞
在
中

か
ら
「
日
本
学
」
の
必
要
性
を
提
唱
し
、
一
八
九
七
年
の
パ
リ
万
国
東
洋
学
会
で
「
日
本
に
於
け
る
哲
学
思
想
の
発
達
」
を
講
演
し
た
の
を
契
機

に
、
江
戸
期
儒
学
を
い
わ
ゆ
る
三
部
作
と
し
て
ま
と
め
た
。
全
体
と
し
て
見
て
、
西
洋
哲
学
と
比
較
し
な
が
ら
日
中
儒
教
哲
学
を
説
く
井
上
の
視
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点
は
新
し
い
が
、
そ
の
反
面
で
島
田
に
比
し
て
、
よ
り
教
学
色
も
感
じ
ら
れ
る
。

日
清
・
日
露
両
戦
間
の
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
頃
か
ら
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
文
化
的
依
存
度
が
急
速
に
低
下
し
、
中
国
に
対
す

る
相
対
化
が
促
進
し
、
中
国
に
関
す
る
学
術
研
究
が
緒
に
つ
く
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
は
旧
学
者
が
凋
落
し
、
帝
国
大
学
や
高
等
師
範
学
校

に
学
ん
だ
新
世
代
が
研
究
教
育
を
担
い
は
じ
め
る
時
期
で
も
あ
る
。
あ
ま
り
著
述
を
残
さ
な
か
っ
た
島
田
の
学
績
は
、
今
日
で
は
十
分
に
評
価
さ

れ
て
い
な
い
が
、
島
田
に
学
ん
だ
帝
大
出
身
者
が
全
国
の
中
等
高
等
教
育
機
関
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
講
壇
哲
学
は
全
国
に
広

が
っ
た
と
見
ら
れ
、
そ
の
影
響
力
は
小
さ
く
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
思
想
哲
学
研
究
の
動
向
を
見
る
と
き
、
必
ず
し
も
旧
学
者
島
田
の
学
的
立
場

が
凋
落
し
、
新
時
代
の
教
育
を
受
け
た
井
上
の
そ
れ
が
継
承
さ
れ
た
と
も
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
島
田
に
学
ん
だ
主
要
な
人
物
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

安
井
小
太
郎
（
古
典
科
国
前
）	：
一
高
教
授

島
田
鈞
一
（
古
典
科
漢
後
）	

：
一
高
教
授

児
島
献
吉
郎
（
古
典
科
漢
後
）	：
五
高
教
授

岡
田
正
之
（
古
典
科
漢
後
）	

：�

学
習
院
教
授
・
兼
東
京
帝
大
助
教
授

服
部
宇
之
吉
（1890

哲
）	

：
東
京
帝
大
教
授
（
支
那
哲
）

松
本
文
三
郎
（1893

哲
）	

：
京
都
帝
大
教
授
（
印
哲
）

狩
野
直
喜
（1895

漢
）	

：
京
都
帝
大
教
授
（
支
那
学
）

藤
田
豊
八
（1895

漢
）	

：
台
北
帝
大
教
授
（
東
洋
史
）

桑
原
隲
蔵
（1896

漢
）	

：
京
都
帝
大
教
授
（
東
洋
史
）

白
河
次
郎
（1897

漢
）	

：
記
者
・
議
員
、
早
大
講
師
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松
山
直
蔵
（1897

漢
）	

：
懐
徳
堂
教
授

高
瀬
武
次
郎
（1898

漢
）	

：
京
都
帝
大
教
授
（
支
那
哲
）

中
で
も
後
世
へ
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
点
で
は
服
部
宇
之
吉
と
狩
野
直
喜
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
東
洋
倫
理
綱
要
』『
孔
子
教
大
義
』

等
の
教
学
的
な
著
作
で
知
ら
れ
る
服
部
宇
之
吉
で
あ
る
が
、
東
京
帝
大
の
講
義
で
は
度
々
「
目
録
学
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
最
も
早
期
の
一
八

九
九
年
高
等
師
範
学
校
に
お
け
る
所
講
『
目
録
学
』（
柿
村
重
松
筆
記
に
よ
る
聴
講
ノ
ー
ト
が
現
存
、
筆
者
架
蔵
）
は
、
こ
の
前
年
に
歿
し
た
島

田
直
伝
の
も
の
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い（

（
（

。
し
か
し
服
部
の
場
合
は
も
は
や
「
東
洋
哲
学
」「
支
那
哲
学
」
の
名
の
も
と
に
日
本
儒
学
・
日
本
漢

学
を
講
ず
る
こ
と
は
な
い
。
漢
学
科
（
一
八
八
九
～
）
が
支
那
哲
学
・
支
那
史
学
・
支
那
文
学
語
学
に
分
化
し
て
以
降
、
一
教
官
が
中
国
と
日
本

の
哲
学
史
を
併
講
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
例
え
ば
服
部
宇
之
吉
は
島
田
の
古
典
学
を
受
け
た
目
録
学
等
と
教
学
的
な
東
洋
倫
理
等
を
併
講
し
、

新
た
に
日
本
漢
文
学
が
岡
田
正
之
（
国
文
学
科
で
は
芳
賀
矢
一
）
に
よ
っ
て
講
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（
（

。
そ
し
て
日
本
儒
学
は
講
じ
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
、
そ
れ
は
大
正
期
の
日
本
思
想
史
学
の
登
場
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

狩
野
直
喜
の
『
中
国
哲
学
史
』
は
、
哲
学
史
と
称
す
る
が
学
術
史
の
色
彩
が
濃
厚
で
、
基
本
的
に
は
島
田
の
「
学
案
」
の
ス
タ
ン
ス
を
継
承
す

る
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
記
述
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
例
え
ば
前
述
し
た
揚
雄
に
関
す
る
言
及
な
ど
で
は
、
島
田
よ
り
も
井

上
の
記
述
に
近
い
箇
所
も
見
ら
れ
る
。

五
、
中
等
教
育
に
お
け
る
国
語
・
漢
文

次
に
、
大
学
の
高
等
教
育
に
お
け
る
学
科
と
は
別
の
推
移
を
た
ど
っ
た
、
中
等
教
育
（
中
学
校
）
に
お
け
る
学
科
（
教
科
）
に
即
し
て
、
漢

学
・
漢
文
の
推
移
を
見
て
お
き
た
い
。
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三
島
毅
は
漢
学
塾
二
松
学
舎
の
開
塾
に
当
た
っ
て
、「
漢
学
」
の
目
的
を
「
一
世
有
用
ノ
人
物
ト
ナ
ル
ニ
在
」
り
と
言
い
、「
有
用
ノ
学
ニ
志
ス

モ
ノ
ハ
、
洋
籍
モ
亦
兼
学
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
。
故
ニ
漢
学
ノ
課
ヲ
簡
易
ニ
シ
、
洋
籍
ヲ
学
フ
ノ
余
地
ヲ
留
ル
ノ
ミ
」（「
漢
学
大
意（

（1
（

」）
と
明
言
し

た
。
二
松
学
舎
に
限
ら
ず
、
上
述
し
た
東
京
大
学
文
学
部
・
法
学
部
で
も
、
三
島
毅
ら
旧
学
者
の
漢
文
講
読
（
漢
文
学
）
と
漢
作
文
に
よ
る
漢
学

の
目
的
は
、
論
理
的
分
析
的
な
思
考
力
や
漢
字
漢
語
の
語
彙
力
を
伴
う
作
文
能
力
の
養
成
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
学
生
も
西
洋
語
の
理
解
に

も
役
だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
西
洋
語
を
習
得
し
て
洋
学
を
学
ぶ
階
梯
と
し
て
、
漢
学
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
漢
学
は
洋
学
と
全

く
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
本
来
、
大
学
に
お
け
る
高
等
教
育
の
内
容
と
言
う
よ
り
も
、
中
等
教
育
課
程
に
お
け
る
課
題
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
中
等
教
育
機

関
が
未
発
達
な
た
め
に
そ
れ
を
補
う
役
割
を
担
っ
た
漢
学
塾
な
ど
の
私
塾
に
お
い
て
そ
れ
が
代
替
さ
れ
、
ま
た
大
学
の
課
程
に
入
っ
て
も
引
き
続

き
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
村
正
直
も
ま
た
、
一
八
八
三
年
に
「
古
典
講
習
科
乙
部
開
設
ニ
就
キ
感
ア
リ
書
シ
テ
生
徒
ニ

示
ス
」
と
い
う
文
章
を
著
し
て
、
漢
文
の
効
用
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

方
今
洋
学
ヲ
以
テ
名
家
ト
称
セ
ラ
ル
ヽ
者
ヲ
観
ル
ニ
、
元
来
漢
学
ノ
質
地
有
リ
テ
、
洋
学
ヲ
活
用
ス
ル
ニ
非
ザ
ル
者
ナ
シ
。
漢
学
ノ
素
ナ

キ
者
ハ
、
或
ハ
七
八
年
、
或
ハ
十
余
年
、
西
洋
ニ
留
学
シ
帰
国
ス
ル
ノ
後
ト
雖
モ
、
頭
角
ノ
嶄
然
タ
ル
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ズ
。
ソ
ノ
運
用
ノ
力
乏

シ
ク
、
殊
ニ
翻
訳
ニ
至
リ
テ
ハ
決
シ
テ
手
ヲ
下
ス
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。

そ
の
後
の
近
代
教
育
の
形
成
過
程
で
、
こ
う
し
た
基
礎
学
と
し
て
の
「
漢
学
」
は
そ
の
座
を
譲
っ
て
、
急
速
に
凋
落
し
て
い
く
。
初
等
・
中
等

教
育
に
お
い
て
は
新
た
に
「
国
語
」
が
創
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
大
学
の
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
既
に
み
た
通
り
漢
学
科
時
代
の
中

国
・
日
本
の
併
講
を
経
て
、
学
問
分
野
の
専
門
分
化
に
と
も
な
っ
て
次
第
に
日
本
と
中
国
の
分
離
が
促
進
さ
れ
、
日
本
学
に
お
い
て
漢
文
は
文
芸

と
し
て
の
「
漢
詩
文
」
を
除
い
て
は
対
象
化
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
く
。
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し
か
し
な
が
ら
「
漢
文
」
が
教
育
現
場
か
ら
一
掃
さ
れ
る
こ
と
は
遂
に
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
「
国
語
」
教
科
の
形
成
に
と
も
な
い
、「
国
語
及

び
漢
文
」
と
し
て
国
語
の
一
翼
を
担
う
形
で
中
等
教
育
の
中
に
位
置
づ
け
を
得
て
、
言
語
（
国
語
の
材
料
と
し
て
の
漢
字
）
と
道
徳
（
道
徳
教
材

と
し
て
の
儒
教
思
想
）
に
関
す
る
教
学
と
し
て
再
編
さ
れ
、
国
民
一
般
に
広
く
浸
透
し
た
と
言
え
る
。

教
科
の
形
成
に
即
し
て
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
大
学
の
学
科
目
に
先
ん
じ
て
、
一
八
九
一
年
か
ら
尋
常
中
学
校
の
学
科
（
教
科
）
名
と
し
て
歴
史

教
科
が
国
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
に
分
科
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
国
語
」
の
名
称
も
ま
た
大
学
の
学
科
名
称
で
あ
る
国
語
国
文

学
科
（
一
八
八
九
年
）
に
先
ん
じ
て
一
八
八
六
年
に
尋
常
中
学
校
の
学
科
名
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
小
学
校
の
教
科
名
が
「
読
書
」

「
習
字
」
か
ら
「
国
語
」
と
な
り
、
初
等
・
中
等
教
育
課
程
に
お
け
る
一
貫
し
た
「
国
語
」
教
科
が
完
成
す
る
の
は
、
漸
く
一
九
〇
〇
年
の
こ
と

で
あ
る
。
後
発
の
中
学
校
が
、
む
し
ろ
後
進
ゆ
え
に
大
学
等
に
比
べ
て
新
し
い
学
科
目
を
定
め
得
た
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
八
八
六
年
は
教
育
制
度
史
上
の
画
期
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
帝
大
へ
の
改
組
に
よ
っ
て
不
遇
感
・
危
機
感
を
抱
い
た
古
典
講
習
科
の
生

徒
・
卒
業
生
た
ち
は
、
一
八
八
六
年
一
月
に
「
東
洋
学
会
」
と
い
う
学
会
を
発
足
し
、
同
年
十
二
月
よ
り
月
刊
誌
『
東
洋
学
会
雑
誌
』
を
発
行
し

た
。
学
会
創
設
の
首
唱
者
で
あ
る
市
村
瓚
次
郎
は
、
会
の
目
的
と
し
て
「
日
本
支
那
及
印
度
等
ノ
事
物
ヲ
尋
繹
シ
博
ク
学
理
ヲ
研
究
ス
ル
」
こ
と

を
掲
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
請
わ
れ
て
同
会
の
会
長
に
就
任
し
た
西
村
茂
樹
は
、「
東
洋
学
会
ノ
前
途
」（
二
編
七
号
・
一
八
八
八
年
六
月
）
や

「
日
本
の
文
学
」（
二
編
九
号
・
一
八
八
八
年
八
月
、
二
編
十
一
号
・
一
八
八
八
年
十
一
月
）
等
を
講
じ
て
、
東
洋
学
会
の
進
む
べ
き
目
的
を
示

し
、
併
せ
て
古
典
講
習
科
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て
示
唆
し
た
。
前
者
に
お
い
て
西
村
は
、
学
問
研
究
に
は
次
の
三
通
り
あ
り
と
す
る
。

①
東
西
兼
通
（
政
治
・
経
済
・
道
徳
・
心
理
・
理
学
・
意
法
等
）

②�

西
洋
ノ
学
ニ
依
リ
テ
東
洋
ノ
事
実
ヲ
知
ル
（
格
物
・
化
学
・
地
理
・
地
質
・
博
物
等
）

③�

東
洋
ノ
学
問
ノ
ミ
（
自
国
ノ
歴
史
・
言
語
・
文
章
・
制
度
・
風
俗
・
詩
歌
）

そ
し
て
、
③
こ
そ
が
古
典
講
習
科
生
の
取
り
組
む
べ
き
方
向
（
会
員
諸
賢
ガ
最
モ
其
所
長
ヲ
顕
ハ
ス
ベ
キ
所
）
で
あ
る
と
す
る
。
帝
国
大
学
卒
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業
時
に
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
な
か
っ
た
古
典
講
習
科
生
に
対
し
て
敢
え
て
「
東
洋
ノ
学
士
タ
ル
ニ
恥
ヂ
ズ
」
と
慰
撫
し
つ
つ
も
、
こ
れ
か
ら

の
東
洋
学
は
単
に
東
洋
だ
け
で
通
用
す
る
学
問
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
従
来
の
東
洋
学
の
缺
点
を
補
っ
て
「
書
籍
ノ
ミ
ニ
頼
ラ
ズ
シ
テ
事
実
ヲ
探

討
」
し
、「
東
西
ノ
学
問
ヲ
精
密
ニ
比
較
」
す
る
、「
西
洋
ノ
学
士
」
に
対
抗
し
う
る
研
究
方
法
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た（

（1
（

。

後
者
で
は
、
目
下
「
日
本
の
文
学
」
に
は
帝
国
大
学
文
科
大
学
で
行
っ
て
い
る
「
文
学
」（
学
術
研
究
）
と
は
別
の
問
題
が
あ
る
と
前
置
き

し
、
現
今
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
学
術
の
う
ち
、
こ
の
ま
ま
順
調
に
進
歩
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
理
科
系
分
野
（
物
理
学
・
化
学
・
数

学
・
天
文
学
・
器
械
学
・
土
木
学
）
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
順
調
な
進
歩
が
疑
わ
れ
る
人
文
社
会
系
分
野
（
文
学
・
字
学
・
画
学
・
道
徳
学
・
実
用

経
済
学
）
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
日
本
語
・
日
本
文
の
改
良
に
つ
い
て
、
①
文
字
、
②
語
辞
、
③
文
章
、
④
詩
歌
に
分
け
て
意
見
を
述

べ
る
。
①
文
字
に
つ
い
て
は
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
と
通
常
使
用
す
る
約
三
〇
〇
〇
字
の
漢
字
を
標
準
と
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
②
語
辞
に
つ

い
て
は
、
漢
文
訓
読
語
・
翻
訳
後
等
に
よ
る
乱
れ
を
矯
正
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
③
文
章
に
つ
い
て
は
、
言
文
一
致
論
が
実
用
に
適
さ
な
い
こ
と

を
述
べ
、
現
行
の
六
種
の
文
体
（
擬
古
文
・
漢
文
・
漢
文
訓
読
体
・
翻
訳
体
・
通
俗
文
・
書
簡
文
）
に
つ
い
て
論
評
し
、
ま
た
日
本
文
を
中
国

文
・
西
洋
文
と
比
較
し
て
そ
の
得
失
を
論
ず
る
。
西
村
の
主
張
は
、
文
章
の
格
が
時
代
を
下
る
に
し
た
が
っ
て
低
下
し
た
と
す
る
世
評
に
反
対

し
、「
論
説
の
文
に
至
り
て
は
、
此
十
年
以
来
の
文
章
は
、
大
に
進
歩
し
て
、
邦
文
に
て
古
来
未
曾
有
の
域
に
達
」
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
言
文

一
致
論
等
の
日
本
文
改
良
論
は
そ
れ
ぞ
れ
一
理
あ
る
が
、「
兎
も
角
も
日
本
の
文
章
の
位
格
、
力
量
」
の
向
上
が
先
決
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
日

本
・
中
国
・
西
洋
の
言
語
文
章
に
通
じ
た
文
章
家
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
と
す
る
。

「
東
洋
学
会
ノ
前
途
」「
日
本
の
文
学
」
と
も
に
西
村
の
主
張
は
西
洋
の
学
問
・
文
章
を
十
分
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
学
問
・
文
章
を
改

良
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
帝
大
で
行
う
文
学
と
は
異
な
る
方
面
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
典
講
習
科

生
の
進
む
べ
き
方
向
と
し
て
、
大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
と
は
異
な
る
、
実
用
的
か
つ
品
格
あ
る
日
本
文
の
改
良
や
、
同
時
期
に
始
ま
る
中
等
教

育
に
お
け
る
「
国
語
」
教
科
へ
の
貢
献
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、「
修
身
」
が
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
筆
頭
教
科
に
な
る
の
は
、「
国
語
」
よ
り
も
さ
ら
に
早
く
、
一
八
八
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
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八
九
〇
年
に
は
教
育
勅
語
に
よ
っ
て
儒
教
倫
理
が
国
民
教
育
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
小
学
校
で
は
「
道
徳
教
育
及
国
民
教
育
ノ
基
礎
」
が
普
通
教

科
に
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
学
校
で
も
漢
文
は
「
国
語
」
の
一
翼
と
し
て
主
客
の
分
を
超
え
な
い
限
り
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
。
教
育
勅

語
の
制
定
に
携
わ
っ
た
井
上
毅
は
、「
漢
文
教
育
」
の
意
義
に
つ
い
て
極
め
て
明
確
に
、
今
は
国
語
国
文
を
振
興
す
べ
き
で
あ
り
、
書
記
言
語
と

し
て
の
「
漢
文
ハ
ハ
ヤ
死
物
」
で
あ
る
か
ら
、
漢
作
文
の
教
育
は
不
必
要
で
あ
る
。
当
今
に
お
い
て
漢
文
教
育
は
、
ま
ず
第
一
に
「
支
那
の
経
学

（
近
時
の
語
に
て
哲
学
）
は
道
徳
の
為
に
必
要
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
支
那
の
文
字
は
国
語
の
材
料
と
し
て
必
要
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
一

八
九
四
年
「
漢
文
意
見
」）。

三
島
毅
に
即
し
て
み
て
も
、
幕
末
の
備
中
松
山
藩
で
の
私
塾
虎
口
渓
舎
時
代
か
ら
明
治
十
年
の
二
松
学
舎
開
塾
を
通
じ
て
陽
明
学
を
説
く
こ
と

は
殆
ど
な
か
っ
た
が（

（1
（

、
教
育
勅
語
が
発
布
さ
れ
た
年
に
、
主
に
青
少
年
に
向
け
た
講
演
「
陽
明
四
句
訣
略
解
」（
一
八
九
〇
年
五
月
十
九
日
）
を

行
い
、
王
陽
明
の
「
四
句
訣
」
を
「
道
徳
に
入
る
の
簡
易
方
」
と
し
て
、
陽
明
学
を
奨
励
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
〇
年

代
の
課
程
表
に
は
、
最
上
級
の
課
本
に
『
伝
習
録
』
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
漢
学
が
明
治
前
期
に
お
け
る
基
礎
学
と
し
て
の
意
義
を

失
っ
て
、
明
治
中
期
以
降
に
は
道
徳
教
育
の
材
料
と
し
て
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
と
の
、
一
例
証
と
言
え
る
。

そ
の
後
、
教
科
書
疑
獄
事
件
（
一
九
〇
二
年
）
が
引
金
と
な
っ
て
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
科
書
は
従
来
の
検
定
制
（
一
八
八
六
～
一
九

〇
三
年
）
か
ら
国
定
制
（
一
九
〇
三
～
四
五
年
）
に
変
更
さ
れ
、
教
育
内
容
へ
の
統
制
が
強
ま
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
に
は
国
語
調
査
委
員
会
が
発

足
し
（
一
九
〇
二
年
に
官
制
）、
文
部
省
は
漢
文
教
科
の
削
減
・
廃
止
の
方
針
を
打
ち
出
す
が
、
民
間
諸
団
体
や
私
学
に
拠
っ
た
漢
学
者
が
抵
抗

運
動
を
展
開
し
、
さ
ら
に
大
正
年
間
の
漢
学
復
興
へ
の
う
ね
り
へ
と
つ
な
が
る
。

六
、
ま
と
め

以
上
、
本
論
で
は
幕
末
明
治
期
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
漢
学
の
動
向
を
、
人
物
と
学
校
制
度
・
教
育
制
度
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
素
描
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し
よ
う
と
試
み
た
。

幕
府
教
学
の
中
心
に
あ
っ
た
昌
平
坂
学
問
所
で
は
、
幕
末
期
（
一
八
六
二
年
以
降
）
す
で
に
朱
子
学
に
よ
る
初
等
教
育
と
、
朱
子
学
以
外
の
折

衷
学
・
考
証
学
に
よ
る
高
等
教
育
へ
と
分
化
す
る
動
き
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

つ
い
で
一
八
六
八
～
七
七
年
（
明
治
元
～
十
年
）、
教
育
機
関
が
幕
府
か
ら
新
政
府
へ
と
移
行
す
る
過
程
で
、
和
漢
学
と
洋
学
は
明
暗
を
分

け
、
一
八
七
二
年
発
布
の
「
学
制
」
の
規
程
で
は
「
文
」
の
学
び
が
公
的
な
高
等
教
育
（
大
学
）
の
中
か
ら
脱
落
し
、
一
八
七
七
年
の
東
京
大
学

文
学
部
の
創
設
は
断
絶
し
た
「
文
」
の
復
活
と
一
応
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
文
学
部
に
お
け
る
一
八
八
〇
～
八
五
年
の
卒
業
生
四
十
七
人
の
う
ち
、
政
治
学
理
財
学
科
生
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
和
漢
文
学
科

は
殆
ど
卒
業
生
を
出
さ
な
か
っ
た
。
一
八
八
二
～
八
八
年
に
臨
時
的
に
設
置
さ
れ
た
古
典
講
習
科
は
一
時
、
多
く
の
教
官
と
生
徒
を
集
め
た
が
、

一
八
八
六
年
の
帝
国
大
学
へ
の
改
組
に
よ
っ
て
打
撃
を
う
け
、
教
官
の
多
く
が
免
職
と
な
り
、
生
徒
に
も
少
な
か
ら
ぬ
退
学
者
が
出
た
。
こ
の
過

程
は
国
家
に
須
要
な
高
等
教
育
の
内
容
の
淘
汰
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
、
法
制
史
（
小
中
村
清
矩
）、
考
証
学
（
島
田
重
礼
）、
実
証
史

学
（
内
藤
耻
叟
）、
国
文
法
（
物
集
高
見
）
な
ど
、
旧
来
の
学
問
の
中
で
実
証
性
の
高
い
も
の
だ
け
が
採
用
さ
れ
た
と
言
え
る
。

東
京
大
学
か
ら
帝
国
大
学
へ
の
移
行
の
時
期
に
、
既
に
和
漢
文
学
は
旧
幕
時
代
の
国
学
・
漢
学
と
は
変
質
し
、
島
田
重
礼
や
井
上
哲
次
郎
は
従
来

型
の
講
読
と
は
異
な
る
「
支
那
哲
学
史
」
を
講
義
し
て
い
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
同
じ
く
「
支
那
哲
学
史
」
と
題
し
て
講
義
し
な
が
ら
、
両

者
の
講
義
の
間
に
は
か
な
り
の
開
き
が
み
ら
れ
る
。
清
朝
漢
学
の
影
響
を
受
け
た
大
田
錦
城
・
海
保
漁
村
の
学
統
を
承
け
る
島
田
が
「
古
典
学
」
の

立
場
か
ら
講
義
す
る
の
に
対
し
て
、
東
京
大
学
卒
業
の
井
上
は
「
哲
学
史
」
の
立
場
か
ら
講
義
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
後
の
思
想
哲
学
研
究
の
動

向
を
見
る
と
き
、
必
ず
し
も
旧
世
代
の
島
田
の
学
的
立
場
が
早
く
凋
落
し
、
新
世
代
の
井
上
の
そ
れ
が
継
承
さ
れ
た
と
も
言
い
き
れ
な
い
。
ま
た
、

島
田
と
井
上
の
立
場
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
が
日
本
と
中
国
の
哲
学
思
想
を
一
人
で
併
せ
講
じ
た
点
は
共
通
し
、
次
世
代
の
学
者
た
ち
に

は
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
日
本
儒
学
・
日
本
漢
学
が
学
的
対
象
か
ら
脱
落
す
る
に
至
っ
た
一
因
が
あ
る
。

他
方
、
大
学
の
高
等
教
育
に
お
け
る
学
科
と
は
別
の
推
移
を
た
ど
っ
た
中
学
の
中
等
教
育
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
か
ら
引
き
続
き
明
治
前
期
ま
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で
、
漢
文
に
よ
っ
て
論
理
的
分
析
的
な
思
考
力
や
漢
字
漢
語
の
語
彙
力
を
身
に
つ
け
る
「
漢
学
」
は
、
西
洋
語
に
よ
っ
て
習
得
す
る
「
洋
学
」
の

基
礎
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
そ
の
後
、
新
た
に
「
国
語
」
が
創
成
さ
れ
る
と
、「
漢
学
」
は
基
礎
学
と
し
て
の
座
を
譲
り
、「
国
語
」
の
一
翼

を
担
う
「
漢
文
」
の
形
で
中
等
教
育
の
中
に
位
置
づ
け
を
得
て
、
言
語
と
道
徳
に
関
す
る
教
学
と
し
て
再
編
さ
れ
、
国
民
一
般
に
広
く
浸
透
し
た
。

注（
１
）
武
士
階
級
以
外
か
ら
藩
儒
に
登
用
さ
れ
た
例
は
恐
ら
く
非
常
に
多
い
と
予
想
さ
れ
る
。
昌
平
坂
学
問
所
の
儒
者
を
見
て
も
、
早
く
寛
政
度
の
尾
藤
二
洲
や
頼
春

水
、
文
久
度
の
芳
野
金
陵
は
豪
商
・
豪
農
階
級
の
出
身
で
あ
る
。
山
田
方
谷
や
三
島
中
洲
は
備
中
の
庄
屋
の
出
身
で
あ
る
が
、
備
中
松
山
藩
か
ら
遊
学
費
を
支
給

さ
れ
て
江
戸
に
遊
学
す
る
が
、
そ
の
遊
学
費
支
給
は
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
２
）
実
務
に
は
中
村
敬
宇
・
塩
谷
簣
山
が
当
た
る
こ
と
と
し
て
提
案
さ
れ
た
が
許
可
さ
れ
ず
、
後
に
金
陵
は
こ
の
事
業
に
着
手
す
る
た
め
に
紅
葉
山
文
庫
書
物
掛
へ

の
転
任
を
希
望
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。

（
３
）
島
田
の
東
京
大
学
に
お
け
る
対
象
学
生
・
講
義
題
目
お
よ
び
そ
の
授
業
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
明
治
十
二
年
九
月
～
十
三
年
七
月

・
文
学
部
第
二
科
三
年
生
「
漢
文
学
」、・
法
文
学
一
年
生
「
漢
文
学
」

○
明
治
十
三
年
九
月
～
十
四
年
七
月

・
文
学
四
年
生
四
年
生
「
漢
文
学
」（
週
二
時
間
）『
詩
経
』
講
授
、『
書
経
』
輪
講

・
文
学
部
第
二
科
四
年
生
「
漢
文
学
」
…
（
週
四
時
間
）『
周
易
』
講
授
、『
韓
非
子
』
輪
講

・
法
文
学
一
年
生
「
漢
文
学
」
…
（
週
四
時
間
）『
史
記
』
輪
講
、（
正
課
外
）『
文
章
軌
範
』
講
授

○
明
治
十
四
年
九
月
～
十
五
年
七
月

・
哲
学
三
年
生
「
支
那
哲
学
」
…
（
週
二
時
間
）『
孟
子
』『
老
子
』『
荀
子
』
講
授

・
文
学
二
年
生
「
漢
文
学
」
…
（
週
一
時
間
）『
論
語
』
講
授
、（
週
一
時
間
）『
古
今
学
変
』
講
述
、（
週
四
時
間
）『
八
大
家
文
読
本
』
輪
読
質
疑

・
和
漢
文
学
二
年
生
「
漢
文
学
」
…
（
週
二
時
間
）『
漢
書
』
質
疑

○
明
治
十
五
年
九
月
～
十
六
年
七
月

・
和
漢
文
学
三
年
生
「
支
那
哲
学
」
…
（
週
四
時
間
）『
論
語
』
朱
注
・『
大
学
』
朱
注
・『
中
庸
』
朱
注
・『
荘
子
』
郭
注
・『
左
伝
』
杜
注
講
授

・
和
漢
文
学
二
年
生
「
漢
文
学
」
…
（
週
六
時
間
）『
八
大
家
文
読
本
』
輪
読
質
疑

・
和
漢
文
学
一
年
生
「
漢
文
学
」
…
（
週
一
時
間
）『
孟
子
』
朱
注
講
授

・
古
典
講
習
科
乙
部
一
期
生
「
経
学
史
学
」
…
（
週
三
時
間
）『
周
礼
』
鄭
賈
注
疏
講
義
の
ち
輪
講
、（
二
時
間
）
第
一
期
『
大
学
』・
第
二
期
『
中
庸
』
輪
講
、（
三
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時
間
）『
左
伝
』
質
疑

○
明
治
十
六
年
九
月
～
十
七
年
七
月

・
和
漢
文
学
四
年
生
「
支
那
哲
学
」
…
（
週
二
時
間
）『
周
礼
』
講
授

・
哲
学
四
年
生
「
支
那
哲
学
」
…
（
週
二
時
間
）『
荘
子
』
講
授

・
古
典
講
習
科
漢
書
課
三
・
四
期
生
「
経
学
史
学
」
…
『
周
礼
』
輪
講
、『
左
伝
』
質
疑
、『
書
経
』
輪
講

○
明
治
十
七
年
九
月
～
十
八
年
七
月

・
和
漢
文
学
三
年
生
「
支
那
哲
学
」

・
和
漢
文
学
一
年
生
「
漢
文
学
」

・
哲
学
三
年
生
「
支
那
哲
学
」

・
古
典
講
習
科
漢
書
課
三
年
生
「
経
学
史
学
」

・
古
典
講
習
科
漢
書
課
一
年
生
「
史
学
」

○
明
治
十
八
年
九
月
～
十
九
年
六
月

・
哲
学
四
年
生
和
文
学
四
年
生
撰
科
生
…
（
転
出
し
た
中
村
正
直
を
継
承
）『
周
易
』
講
授

・
哲
学
三
年
生
…
「
漢
魏
以
来
諸
儒
の
説
・
孔
門
諸
弟
子
学
派
の
源
流
・
諸
子
学
術
の
異
同
」
口
授

・
和
文
学
二
年
生
…
『
周
礼
』
講
授

・
和
文
学
一
年
生
…
『
孟
子
』
輪
講

・
古
典
講
習
科
漢
書
課
四
年
生
…
『
書
経
』
蔡
伝
・『
周
礼
』
鄭
注
輪
講
、『
資
治
通
鑑
』
質
疑
、『
儀
礼
』
鄭
注
講
授
、『
韓
非
子
』
輪
講

・
古
典
講
習
科
漢
書
課
二
年
生
…
『
左
伝
』
輪
講
、『
詩
経
』
毛
伝
輪
講
・『
周
礼
』
鄭
注
講
義
・『
資
治
通
鑑
』
質
疑

（
４
）
明
治
十
五
年
九
月
以
降
に
開
設
さ
れ
た
古
典
講
習
科
漢
書
課
学
生
向
け
の
「
経
学
史
学
」
は
、
中
国
古
典
の
専
門
家
養
成
を
期
待
し
て
設
け
ら
れ
た
だ
け
に
、

『
周
礼
』『
儀
礼
』
注
疏
の
講
義
・
輪
読
等
、
難
易
度
の
高
い
教
材
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
期
間
に
お
い
て
漢
籍
以
外
の
教
材
で
唯
一
、
伊
藤
東
涯
『
古

今
学
変
』
の
講
述
を
行
っ
て
い
る
の
が
（
一
八
八
一
年
九
月
～
八
二
年
七
月
）、
後
の
哲
学
史
講
義
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

一
八
八
六
年
九
月
か
ら
八
七
年
七
月
の
学
年
：「
支
那
哲
学
の
大
意
（
諸
子
～
両
漢
学
術
の
概
略
・
魏
晋
～
明
清
諸
儒
の
学
流
）」（
哲
三
）、「
支
那
制
度
の
大
略

（『
文
献
通
考
詳
説
』）」（
和
二
）。

　

一
八
八
七
年
九
月
か
ら
八
八
年
七
月
の
学
年
：「
漢
以
後
諸
儒
学
術
の
源
流
異
同
」「
本
朝
諸
授
の
学
流
」 （
哲
三
）、「
漢
土
文
字
の
起
原
沿
革
・
音
韻
の
概
略
・
詩
文

の
源
流
・
史
学
の
要
領
」（
和
三
）、「
宋
儒
の
学
案
」（
哲
二
）、「
宋
儒
の
学
案
」「
諸
子
学
術
の
要
領
」（
和
二
）。

　

一
八
八
八
年
九
月
か
ら
八
九
年
七
月
の
学
年
：「
清
朝
諸
儒
の
学
案
」「
本
朝
儒
学
の
源
流
沿
革
」（
哲
三
・
和
三
・
史
三
）、「
漢
土
古
代
歴
史
・
古
代
法
制
」（
和
二
・

撰
）、「
漢
土
歴
代
諸
儒
学
案
」（
哲
二
・
撰
）。

（
５
）
支
那
学
宗
派
異
同
ヲ
論
シ
タ
ル
書
可
有
之
、
タ
ト
ヘ
ハ
老
子
ハ
何
、
荘
子
ハ
何
、
韓
非
ハ
何
、
荀
子
ハ
何
、
漢
儒
ハ
何
、
宋
儒
ハ
何
ヲ
主
ト
ス
。
其
内
ニ
モ
程
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朱
陸
王
ノ
違
ト
申
様
の
類
、
ナ
ル
丈
ケ
細
密
ニ
説
候
書
ハ
何
ト
申
も
の
可
有
之
哉
。
御
教
指
願
上
候
。
も
し
細
密
ニ
説
キ
タ
ル
も
の
無
之
候
ハ
ヾ
、
ザ
ツ
ト
シ
タ

ル
も
の
ニ
テ
モ
宜
御
座
候
。
右
類
の
書
御
所
蔵
ニ
も
候
ハ
ヾ
、
寸
時
拝
借
願
上
候
。
御
存
被
下
候
通
、
小
子
固
陋
寡
聞
、
行
当
候
事
と
も
有
之
、
汗
背
之
至
ニ
御

座
候
。（
一
八
八
五
年
も
し
く
は
一
八
八
六
年
九
月
二
十
四
日
付
、
三
島
中
洲
宛
南
摩
綱
紀
書
簡
、
二
松
学
舎
大
学
所
蔵
）

（
６
）『
支
那
哲
学
史
』
巻
一
に
、「
支
那
哲
学
沿
革
」
と
し
て
次
の
五
期
に
区
分
し
て
い
る
。

一　

発
達
ノ
世　

開
闢
ヨ
リ
東
周
ノ
平
王
マ
テ
、
即
チ
紀
元
前
八
百
年
マ
テ

二　

思
辨
ノ
世　

東
周
平
王
ヨ
リ
秦
マ
テ
、
即
チ
紀
元
前
二
百
三
年
迄

三�　

継
述
ノ
世　

西
漢
ヨ
リ
五
代
ノ
末
マ
デ
、
即
チ
紀
元
後
九
百
五
十
九
年
マ
デ

四　

調
停
ノ
世　

宋
ヨ
リ
明
マ
デ
、
即
チ
紀
元
後
千
六
百
六
十
一
年
マ
デ

五　

考
拠
ノ
世　

清
初
ヨ
リ
今
日
ニ
至
ル

　

な
お
、「
調
停
ノ
世
」
と
は
、
宋
学
の
「
釈
老
ノ
長
所
ニ
ヨ
ツ
テ
儒
ノ
短
所
ヲ
調
停
」
し
た
学
問
を
さ
す
。

（
７
）
管
見
の
限
り
で
は
、
一
八
九
六
～
九
七
年
所
講
の
『
周
末
諸
子
学
案
』
と
『
日
本
諸
儒
学
案
』（
上
代
か
ら
江
戸
期
ま
で
、
羽
鳥
又
次
郎
筆
記
、
筆
者
架
蔵
）『
一

八
九
七
～
九
八
年
所
講
の
『
経
書
解
題
』
と
『
日
本
学
案
』（
上
代
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
、
金
沢
大
学
図
書
館
所
蔵
の
駒
井
徳
太
郎
筆
記
に
よ
る
）
な
ど
が
あ
る
。

（
８
）
服
部
宇
之
吉
の
『
目
録
学
』
は
、
従
来
、「
目
録
学
概
説
」（
慶
応
義
塾
望
月
基
金
支
那
研
究
会
編
『
支
那
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
）
が
知
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
。
他
に
刊
行
準
備
を
進
め
て
い
た
遺
稿
が
あ
っ
た
が
、
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
。
柿
村
筆
記
に
か
か
る
『
目
録
学
』
の
巻
頭
に
、「
目
録
学
ハ
学
術
ノ

分
流
、
又
ハ
其
分
科
ヲ
明
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
標
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
そ
の
目
的
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

（
９
）
必
ず
し
も
東
京
帝
大
で
の
講
義
に
限
定
せ
ず
、
服
部
門
下
か
ら
日
本
漢
文
学
を
専
攻
し
た
も
の
を
拾
え
ば
、
高
等
師
範
学
校
時
代
の
学
生
か
ら
柿
村
重
松
が
出

て
い
る
。

（
10
）「
漢
学
大
意
」
は
明
治
十
年
の
二
松
学
舎
開
塾
時
に
三
島
毅
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
章
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
最
古
の
資
料
と
し
て
は
、
一
八
七
九
年
の

『
二
松
学
舎
舎
則
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
所
収
の
も
の
で
あ
る
。

（
11
）
例
え
ば
山
田
準
は
、
三
島
中
洲
の
講
義
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。「（
三
島
中
洲
）
先
生
の
文
章
規
範
講
義
は
大
主
意
を
摘
出
し
、
大
段
小
段
節
を
分
け
、

是
亦
主
意
を
説
明
し
、
字
眼
文
脈
等
そ
れ
は
そ
れ
は
条
文
縷
析
微
に
入
り
細
を
穿
つ
た
講
義
振
り
で
あ
つ
た
」（『
二
松
学
舎
六
十
年
史
要
』）。
中
洲
の
講
義
ぶ
り

は
経
書
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
哲
学
思
想
と
し
て
よ
り
も
、「
文
」
と
し
て
解
説
し
た
ら
し
い
。

（
12
）「
諸
賢
ノ
脳
中
、
西
洋
ノ
学
術
ノ
博
大
精
密
ナ
ル
者
ア
リ
日
々
進
歩
シ
テ
止
マ
ザ
ル
者
ア
リ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
忘
ル
ヽ
コ
ト
ナ
ク
、
東
洋
ノ
一
隅
ニ
僻
在
シ
テ
自
ラ

甘
ン
ス
ル
コ
ト
無
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
フ
」
と
い
う
一
文
も
、
西
村
の
主
張
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

（
13
）
三
島
毅
が
学
生
に
対
し
て
陽
明
学
を
稀
に
し
か
説
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
塾
生
の
回
想
に
も
あ
り
、
ま
た
明
治
十
年
代
の
二
松
学
舎
の
課
程
に
も
陽
明

学
関
係
の
書
籍
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
陽
明
学
を
説
く
こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
の
は
三
島
の
師
山
田
方
谷
ゆ
ず
り
と
も
言
え
、
方
谷
は
陽
明
学
学
習
希
望

者
に
だ
け
随
時
『
古
本
大
学
』
を
講
じ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・
教
育
制
度　

・
東
京
大
学　

・
島
田
重
礼　

・
井
上
哲
次
郎　

・
三
島
毅




